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が
ん
研
究
の
志

高
校
生
8
人
に

「なぜ、がん細胞は死なないのか」─。分子レベルでがんを研究してきた末松 誠・
慶應義塾大学医学部長が 3 月 21 日、医学を志す読売教育ネットワーク参加高校の生
徒８人を対象に、がん研究の特別セミナーを同大医学部（東京都新宿区）で行った。

巻頭特集巻頭特集

　

２
０
１
７
年
に
創
立
１
０
０
年
を

迎
え
る
同
大
医
学
部
。
そ
の
信
濃
町

キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
医
科
学
研
究
棟
の

一
室
に
、
８
人
の
高
校
生
が
集
ま
っ

た
。
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
な

か
、
開
始
15
分
前
に
末
松
学
部
長
が

現
れ
、
い
き
な
り
「
み
ん
な
僕
に
つ

い
て
き
て
」
と
研
究
室
に
案
内
し
た
。

　
「
が
ん
患
部
の
中
に
は
何
万
個
も

の
タ
ン
パ
ク
質
、
代
謝
物
が
混
ざ
っ

て
い
る
。
タ
ン
パ
ク
質
の
重
さ
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
体

重
測
定
を
す
れ
ば
、
ど
の
分
子
が
病

気
に
関
係
し
て
い
る
か
分
か
る
と
思

わ
な
い
か
い
？
」

　

一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け
、
具
体

例
を
示
す
「
末
松
流
」
に
、
生
徒
た

ち
の
緊
張
が
解
け
て
い
く
。

　

日
本
に
３
台
し
か
な
い
巨
大
な
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
質
量
分
析
顕
微
鏡
の
前

で
は
、
が
ん
細
胞
に
レ
ー
ザ
ー
光
線

を
当
て
、
最
大
３
０
０
の
分
子
を
一

度
に
分
析
で
き
る
こ
と
を
解
説
。
が

ん
細
胞
を
格
納
す
る
顕
微
鏡
内
部
も

自
ら
見
せ
、
そ
の
原
理
を
説
明
し
た
。

　

教
室
に
戻
る
と
、
い
よ
い
よ
講
義

だ
。
医
学
部
２
年
生
レ
ベ
ル
の
教
材

生徒たちに大型質量分析顕微鏡について説明する末松医学部長
慶
應
義
塾
大
学 

医
学
部
長
講
義

を
渡
し
、「
さ
あ
、
が
ん
細
胞
が
死

な
な
い
仕
組
み
。
始
め
る
よ
」。

が
ん
細
胞
の

死
な
な
い
仕
組
み
説
明

　

ま
ず
、
披
露
し
た
の
は
１
９
８
３

年
か
ら
８
年
間
務
め
た
消
化
器
内
科

医
の
経
験
。
当
時
、
Ｃ
Ｔ
検
査
や
血

液
検
査
で
も
診
断
の
つ
か
な
い
ケ
ー

ス
が
一
定
割
合
あ
っ
た
と
明
か
す
一

方
、「
現
在
は
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
情
報
）

を
調
べ
て
病
気
を
突
き
と
め
る
道
が

開
け
て
い
る
」
と
声
を
強
め
た
。

　

抗
が
ん
剤
の
場
合
、
そ
の
成
分
の

分
子
が
、
ど
の
よ
う
に
が
ん
細
胞
の

タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
し
、
作
用
す
る

の
か
。
分
子
構
造
を
可
視
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
が
ん
増
殖
の
制
御
が
可

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
の
が
ん
研
究
に
つ
い

て
は
、「
分
子
の
釣
り
」
と
例
え
て

み
せ
た
。

　

ま
ず
、
が
ん
細
胞
が
赤
血
球
に
存

在
す
る
有
機
化
合
物
ヘ
ム
を
使
っ
て

増
殖
す
る
点
に
着
目
し
た
と
し
、「
簡

単
に
言
え
ば
、
ヘ
ム
が
釣
り
え
さ
。

が
ん
細
胞
の
中
に
投
げ
入
れ
て
、
ヘ

ム
と
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
釣
る

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
結
合
す
る
タ
ン

パ
ク
質
を
一
つ
特
定
で
き
た
」

　

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、

ヘ
ム
と
結
合
し
た
タ
ン
パ
ク
質
が
引

き
金
と
な
り
、
が
ん
増
殖
シ
グ
ナ
ル

が
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
突
き
と

め
た
と
い
う
。「
タ
ン
パ
ク
質
の
構

造
が
変
わ
る
と
シ
グ
ナ
ル
を
出
す
の

で
、
構
造
を
固
定
す
る
よ
う
な
物
質

が
あ
れ
ば
、
増
殖
を
止
め
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
一
気
に
話
し
た
。

　

目
を
輝
か
せ
、
う
な
ず
く
生
徒
た

ち
。
だ
が
、
現
実
は
楽
観
で
き
な
い

と
ク
ギ
を
刺
し
た
。「
こ
う
し
た
研

究
は
世
界
に
何
千
種
類
も
あ
っ
て
、

ど
れ
が
最
も
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

の
か
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、

「
が
ん
は
、
し
ぶ
と
い
。
そ
う
簡
単

に
は
死
な
な
い
」
と
強
調
す
る
。

　

な
ぜ
か
。
血
管
を
塞
い
で
が
ん
細

胞
へ
の
酸
素
供
給
を
止
め
て
も
、
が

ん
は
自
ら
ゲ
ノ
ム
を
変
え
て
環
境
に

適
応
す
る
こ
と
を
示
し
、「
最
初
は

効
果
の
あ
っ
た
抗
が
ん
剤
が
、
効
か

な
く
な
っ
て
い
く
の
も
、
が
ん
が
巧

妙
に
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
か
ら
」
と
話

し
た
。

「
が
ん
克
服
は

  

若
い
君
た
ち
に
託
す
」

　

４
月
に
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

初
代
理
事
長
に
就
任
す
る
予
定
の
末

松
学
部
長
は
「
が
ん
だ
け
を
や
っ
つ

け
る
の
は
非
常
に
難
し
い
が
、
不
可

能
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
君
ら
の

活
躍
次
第
。
若
い
君
た
ち
に
託
す
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答

え
た
。
な
ぜ
抗
が
ん
剤
の
流
通
が
外

国
と
比
べ
て
少
な
い
か
を
問
わ
れ
る

と
「
日
本
で
は
優
れ
た
抗
が
ん
剤
が

開
発
さ
れ
て
い
る
。
で
も
、
外
国
企

業
に
買
収
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
そ
う
し
た
特
許
管
理
や
創
薬
開

発
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、

私
は
大
学
を
去
り
ま
す
。
は
な
む
け

の
質
問
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
、

生
徒
た
ち
に
頭
を
下
げ
た
。

　

講
義
後
、
生
徒
た
ち
は
４
月
か
ら

臨
床
実
習
を
開
始
す
る
同
大
医
学
部

新
５
年
生
に
白
衣
が
授
与
さ
れ
る
セ

レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
エ
ボ
ラ
熱
が
猛
威
を
振

る
う
西
ア
フ
リ
カ
の
シ
オ
ラ
レ
オ
ネ

か
ら
帰
国
し
た
有
井
麻
矢
・
同
大
医

学
部
救
急
医
学
教
室
助
教
も
講
演

し
、
８
人
は
医
師
に
求
め
ら
れ
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

耳
を
傾
け
た
。
最
後
に
、
新
５
年
生

一
人
ひ
と
り
が
白
衣
を
着
せ
ら
れ
る

姿
を
目
に
焼
き
つ
け
、
医
療
に
携
わ

る
厳
粛
さ
を
味
わ
っ
た
。

　日ごろ触れることのできない分子レベルのが
ん研究を学べた。細胞のサンプルをイオン化し、
すべてバラバラに分離する質量分析顕微鏡を実
際に見て、原理も直接教えてもらうこともでき
た。白衣式で講演した医師は「居心地のいい
場所から一歩踏み出そう」と話していた。セミ
ナーを振り返ると、ああ一歩踏み出せたんだ、
ここが一歩を踏み出した場所なんだと自信を持
てる。視野を広げ、内科医を目指したい。

　「何でも勉強して、どんどん知識を取り入れよ
う」という末松医学部長のメッセージ。高校の
研究が思うように進まないことがあるが、この
言葉を忘れずにやっていきたい。
　白衣式では、医学部新 5 年生の姿を、将来
の自分に重ねてみた。臨床実習に進む心構え、
誓いの言葉が印象に残っている。医師になる者
には、どのような資質が必要なのか。原点を見
たような気がした。

医
師
に
必
要
な
資
質
の

原
点
を
見
た千葉

県
・
市
川
高
校
2
年

こ
こ
が
一
歩
を

踏
み
出
し
た
場
所

福
島
県
立
会
津
高
校
2
年

　質量分析の事前課題は難しく、すぐには理解
できなかった。でも、講義を受けたことで、タ
ンパク質の質量分析が、がん治療に役立つこと
を学べた。科学にとってコンピューターの進化
が大切なことも理解でき、良い体験となった。
　白衣式では、臨床実習に進む医学部新５年
生の背中が大きく見えた。私は途上国で人を支
えるような仕事をしたい。エボラ熱の最前線行
きを志願した有井麻矢医師は、すごいと思った。

　講義を受け、医師になるために大学で何を学
び、研究するのかイメージできた。「無駄なこ
とを学ぶのが大切」という末松医学部長のメッ
セージは、裏返せば「勉強して無駄になること
はない」ということ。重みのある言葉だ。研究
医になりたいと考えているが、白衣式では「ベッ
ドサイドで 15 分患者に寄り添うことは、机の上
で 3 時間勉強するより得るものがある」と引用
する医師がいた。臨床の重みも感じている。

臨
床
の

重
み
を
感
じ
た

桐
蔭
学
園
中
等
教
育
学
校
5
年
＝
高
校
2
年

新
5
年
生
の
背
中
が

大
き
く
見
え
た

東
京
都
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校
１
年

　末松医学部長はタンパク質の構造が変わらな
いように分子レベルでクギを刺すことが治療、
投薬だと説明した。がん増殖に置き換えれば、
増殖は構造変化であって、増殖を抑制する「ク
ギ」が抗がん剤。とても分かりやすかった。
　臨床医を目指しているが、研究と臨床、創薬
がつながっていることが初めて分かった。患者
さんとのコミュニケーションが大事だということ
も学べた。その力をつけることが私の課題だ。

　医師に求められる倫理観は私が想像していた
より、はるかに重いと感じた。常に背筋をピンと
伸ばしてないといけない、そんな仕事なのかも
しれない。私は周産期医療に関心がある。命を
授かる喜びを分かち合える反面、シビアな場面
もあるはず。だからこそ、色 と々考えさせられた。
末松医学部長に「将来は君たちに託す」と言わ
れたのにはグッときた。「絶対に臨床」と考えて
いたが、研究という道もあることが分かった。

医
師
の
倫
理
観

想
像
よ
り
重
い

東
京
都
・
鴎
友
学
園
女
子
高
校
1
年

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
、
学
べ
た

千
葉
県
立
千
葉
高
校
２
年

　「いのちと向き合い、 私は何ができるだろう
─」自らへの問いかけから始まる医学部新５
年生の誓いの言葉が心に響いた。これは、「ど
んな困難があろうと、患者さんのために何かを
やらねばいけない」という、医師に求められる
覚悟、医師としての姿勢だと感じた。日本には、
医師のいない地域が今でもたくさんある。白衣
を着られるようになり、無医村で医師として働き
たいと強く感じた。

　がん研究を「分子の釣り」に例えるなど、が
ん克服に向けた取り組みを流れとして理解でき
た。それに、スーパーコンピューターを活用し
た抗がん剤研究は僕にとって発見だった。ただ、
板書のない講義は常に問いかけられている気が
し、思考をフル回転させる必要があった。
　臨床医になりたいという目標は変わらない
が、基礎研究で、誰も踏み入れたことのない分
野に挑戦することは、とても魅力的に思えた。

未
踏
の
分
野
へ
の

挑
戦
は
魅
力
的

愛
知
県
・
海
陽
中
等
教
育
学
校
4
年
＝
高
校
1
年

求
め
ら
れ
る
覚
悟

白
衣
式
で
学
ん
だ

東
京
都
立
西
高
校
２
年

参加生徒
たちの声

参加生徒
たちの声
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―
新
テ
ス
ト
は
早
け
れ
ば
、
現
在

の
小
学
６
年
生
が
対
象
と
な
る
。
答

申
を
ど
う
読
む
か
。

宮
崎　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の

中
で
、
今
の
子
ど
も
の
多
く
は
、
ま

だ
見
ぬ
新
し
い
職
業
に
就
く
と
言
わ

れ
る
。
未
知
の
社
会
に
立
ち
向
か
う

に
は
「
知
識
の
暗
記
・
再
生
」
だ
け

で
な
く
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
」
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
う
い
う
方
向
性
は
間
違
っ

て
い
な
い
。

吉
野　

本
校
は
、
互
い
を
認
め
合
い

な
が
ら
も
異
な
る
意
見
が
言
え
る
人

間
関
係
作
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

多
面
的
な
力
を
測
ろ
う
と
す
る
答
申

の
方
針
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
い

た
る
所
で
不
安
を
感
じ
る
。
大
学
の

多
く
は
、
多
様
な
評
価
を
行
う
仕
組

み
も
準
備
も
全
然
整
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
１
年
に
何
度
も
新
テ
ス
ト
を

繰
り
返
せ
ば
、
部
活
動
や
学
校
行
事

の
時
間
は
ど
う
な
る
の
か
。
具
体
策

が
見
え
な
い
と
保
護
者
や
生
徒
の
不

安
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ
。

梶
取　

入
試
改
革
は
必
要
だ
が
、
問

題
は
何
を
ど
う
評
価
す
る
か
だ
。「
と

に
か
く
生
徒
を
集
め
よ
う
」
で
は
な

く
、
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
「
こ
う
い
う

生
徒
が
欲
し
い
」
と
明
確
な
基
準
を

梶
取　

従
来
の
学
習
が
す
べ
て
悪
い

わ
け
で
は
な
い
。
暗
記
を
含
め
た
基

礎
力
は
大
切
だ
。
た
だ
、「
こ
れ
を

や
る
と
頭
が
良
く
な
る
」
と
い
う

パ
ッ
ケ
ー
ジ
教
育
は
や
り
た
く
な

い
。
本
物
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
が
大

事
だ
。
例
え
ば
中
１
の
地
学
で
、
鉱

物
の
薄
片
作
り
を
や
る
。
映
像
で
見

せ
れ
ば
短
時
間
で
終
わ
る
。
そ
れ
を

何
時
間
も
か
け
て
根
気
よ
く
ひ
た
す

ら
研
磨
さ
せ
る
。
山
梨
県
の
清
里
で

の
天
文
実
習
も
本
物
に
触
れ
さ
せ
る

教
育
の
一
環
だ
。
星
が
見
え
た
と
き

の
感
動
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
。
無

駄
な
こ
と
の
中
に
大
切
な
こ
と
が
あ

る
。
色
々
種
を
ま
い
て
、
結
果
と
し

て
何
か
に
引
っ
掛
か
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
。

吉
野　

女
子
は
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
最
初
に

人
間
関
係
を
作
っ
て
お
互
い
を
認
め

合
わ
な
い
と
、
健
全
な
競
争
が
出
来

な
い
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
中
１

だ
け
、
ほ
か
の
学
年
よ
り
10
人
ほ
ど

少
な
い
ク
ラ
ス
編
成
に
し
３
日
に
１

回
席
替
え
を
す
る
。
ど
の
子
と
も
話

し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
手
を
思
い

や
る
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

大
学
や
社
会
へ
出
て
も
伸
び
て
い
け

る
。―

私
立
中
高
一
貫
校
に
期
待
さ
れ

る
役
割
は
。

梶
取　

音
楽
で
も
そ
う
だ
が
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
け
を
学
ぶ
と
、
そ
の
後
は

伸
び
な
い
。「
何
を
し
た
い
」
を
６

年
間
か
け
て
ど
う
育
て
ら
れ
る
か

だ
。
ど
の
科
目
で
も
「
何
を
し
た
い
」

が
あ
っ
て
初
め
て
、
学
ぶ
意
味
が
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
つ
か
み

取
り
た
い
と
思
う
種
を
多
く
ま
き
た

い
。

宮
崎　

留
学
相
談
な
ど
に
来
る
生
徒

大学入試センター試験を廃止し、思考力や判断力、表現力を
中心に評価する新たな大学進学テストを導入する─。中央教
育審議会は昨年 12 月、大学入試改革に関する答申をまとめた。
高校・大学教育と入試の一体的な改革を求める内容だが、「年
複数回の実施」、「1 点刻みではない段階別の評価」など、示さ
れた新テストの具体化には不安の声も上がる。独自の教育を行う
私立中高一貫校の校長 3 人に、入試改革について話し合っても
らった。（司会は教育コンサルタントの森

も り が み

上展
の ぶ や す

安氏）

生
徒
の
意
欲 

生
か
す

示
し
て
ほ
し
い
。
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
れ
ば
、
偏
差
値
な
ど
の
一
律
な

物
差
し
は
必
要
な
い
。

宮
崎　

生
徒
の
評
価
が
表
面
的
に
な

る
恐
れ
は
あ
る
。
国
や
大
学
が
そ
こ

に
ど
れ
だ
け
人
と
お
金
を
か
け
る
の

か
。
実
現
に
向
け
た
具
体
策
の
難
し

さ
は
答
申
し
た
側
も
分
か
っ
て
い
る

は
ず
。
答
申
を
き
っ
か
け
に
、
英
知

を
集
め
取
り
組
み
た
い
。

―
現
場
か
ら
の
要
望
は
。

吉
野　

文
系
、
理
系
の
枠
を
取
り
払

え
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
医
者

は
、
数
学
や
物
理
が
得
意
な
子
よ

り
、
人
間
が
好
き
な
子
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
文
系
で
学
ん
で
き
た
子
が
高

３
で
医
者
を
志
し
て
も
、
受
験
で
き

な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
を
や
り
た

い
と
気
が
付
い
た
と
き
に
、
自
由
に

枠
を
超
え
ら
れ
る
入
試
制
度
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

梶
取　

私
も
文
系
、
理
系
は
な
く
し

た
方
が
い
い
と
思
う
。
う
ち
で
は
中

３
で
卒
業
論
文
を
書
か
せ
る
。
社
会

科
の
課
題
だ
が
、
テ
ー
マ
は
多
岐
に

わ
た
る
。
１
年
か
け
て
仕
上
げ
、
発

表
す
る
。
入
試
で
は
論
文
作
成
の
よ

う
な
課
題
解
決
能
力
も
評
価
し
て
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。

宮
崎　

女
子
は
男
子
よ
り
活
発
な
の

だ
が
、
数
学
の
面
白
い
講
座
に
誘
っ

て
も
な
か
な
か
来
な
い
。
米
国
の
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
の

男
女
比
は
半
々
に
近
い
の
に
。
日
本

多
様
な
力  

測
る
入
試
に

私
立
中
高
一
貫  

3
校
長
座
談
会

大
学
入
試
改
革

本
物
か
ら
学
ぶ 

重
要

文
・
理
の
壁 
な
く
そ
う

鴎友学園女子中学高等学校

校長　吉
よ し

 野
の

  明
あきら

 氏
一橋大社会学部卒。鴎友学園女
子中・高で社会科・公民科の教諭
となり、2003年から同校教頭、13
年より現職。64歳。

市川中学校・高等学校

校長　宮
み や

 崎
ざ き

  章
あきら

 氏
立教大大学院文学研究科博士後
期課程修了。筑波大付属駒場中・
高の社会科・日本史教諭、副校長を
経て、2014年より現職。62歳。

は
「
文
系
だ
か
ら
、
理
系
だ
か
ら
」

「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
に
ま
だ

縛
ら
れ
て
い
る
。
大
学
と
高
校
で
同

時
に
授
業
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

―
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」

を
育
む
取
り
組
み
は
。

宮
崎　

本
校
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を

掲
げ
、
少
人
数
・
個
別
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
通
常
よ
り
多

数
の
先
生
を
生
徒
の
課
題
研
究
を
見

る
た
め
に
投
入
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
物
理
な
ど
の
教
科
で
も
少
数

指
導
が
行
え
る
。
一
方
、
文
系
の
生

徒
に
も
ゼ
ミ
形
式
の
少
人
数
講
座
を

設
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
生
徒
を

半
数
に
分
け
、
隔
週
受
講
に
す
れ
ば

十
数
人
で
学
べ
る
。
主
体
的
に
選
べ

る
学
び
の
場
を
幾
つ
も
提
供
し
よ
う

と
、
今
動
い
て
い
る
。

武蔵高等学校中学校

校長　梶
か じ

 取
と り

  弘
ひ ろ

 昌
ま さ

 氏
東京芸大声楽科卒。武蔵高中の
芸術科非常勤講師、1988年に専
任教諭となり、教頭、校長代行を経
て、2011年より現職。62歳。

座談会座談会

司会　森上 展安 氏

名称（仮称） 高等学校基礎学力テスト 大学入学希望者学力評価テスト

目　　的 高校における基礎的な学習達成度の把握。学校での指導改
善のほか、進学、就職時に結果を用いることも可能とする。

大学教育を受けるのに必要な能力の把握。知識の活用や、
自ら課題を発見し、解決するのに必要な思考力・判断力・表
現力などを中心に評価する。

受験対象 高校生個人や学校単位での希望参加型。 誰もが受験可能にする。

出題内容 当初は、国語や数学などの高校の必修科目ごとの出題。 教科型に加え、教科・科目の枠を超える「合教科型」「総合型」
の問題も出題。

解答方式 マークシート（選択式）が原則。記述方式の導入を目指す。 マークシート（選択式）だけでなく、記述式を導入する。

評価方法 成績は1点刻みではなく、段階別で表示。学校・生徒には
正答率なども併せて提示する。

各大学の個別入試で多様な評価を促すため、成績は段階別
で大学に提供する。

回数や時期 在学中に複数回（例えば高校２、３年時に年２回程度）。 年複数回実施。回数や時期は高校・大学関係者を含めて協議。

は
多
く
、
意
欲
が
す
ご
く
伝
わ
っ
て

く
る
。
生
徒
は
授
業
の
枠
を
超
え
、

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
を
求

め
て
い
る
。
我
々
も
多
く
の
選
択
肢

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

吉
野　

国
か
ら
一
律
に
言
わ
れ
る
国

公
立
と
異
な
り
、
建
学
の
精
神
に

の
っ
と
っ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
え
る
の
が
私
学
の
良
さ
だ
。
改
革

が
、
学
力
偏
重
の
悪あ

し
き
風
潮
を
な

く
し
、
学
校
で
の
多
様
な
取
り
組
み

を
評
価
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

（
本
記
事
は
２
月
28
日
付
読
売
新
聞

朝
刊
掲
載
記
事
の
再
録
で
す
）

■学力評価のための新たなテストの概要（中央教育審議会の答申より作成）

答申について、大学入試制度に詳しい北星学園
大の佐々木隆生教授に聞いた。

　答申の本質は、入試制度そのものではな
く、高校と大学の教育内容を一体的に改革し
ようとする点だ。高校生の学力把握はこれま
で大学入試に依存していたが、入試問題は
受験者を序列化し、定員まで振り落とす「選
抜」に偏っていた。高校での学習達成度を測
るには、ふさわしくない。学力を把握する「高
等学校基礎学力テスト」（仮称）が導入されれ
ば、選抜は、面接や論文などでじっくり評価す
る米国型が可能となる。
　これまでも思考力・判断力・表現力が必要
とは言われていたが、中学・高校の授業は、
選抜テストを意識した知識注入型の教科教
育が主流にならざるを得なかった。今回の改
革では、学習指導要領の見直しで思考力など
を育成すると同時に、選抜に使う「大学入学
希望者学力評価テスト」（同）で、それらを評
価することが示された。授業と入試の同時改
革を目指している。
　ただ、課題は多い。授業や作問、評価の研
究はどこまで進んでいるのか。数十万人の受
験生に、記述式を含むテストを年複数回も一
律に課すのか。学校現場も批判に終始せず、
具体的な提言を行っていく必要がある。

じっくり選抜 可能に
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飛
行
機
学
習
で
感
動
体
験

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
付
属
中
学
校

（
真
島
秀
行
校
長
、
生
徒
数
３
６
２

人
）
は
３
月
４
日
、
羽
田
空
港
で
校

外
学
習
を
行
っ
た
。
３
年
生
の
男
女

38
人
が
、
日
本
航
空
の
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
工

場
見
学
～
Ｓ
Ｋ
Ｙ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ

Ｍ
」
に
参
加
し
、
飛
行
機
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
た
。

　

展
示
エ
リ
ア
に
は
、
飛
行
機
の
操

縦
席
や
タ
イ
ヤ
、
エ
ン
ジ
ン
、
整
備

道
具
、
客
席
な
ど
が
ズ
ラ
リ
。
生
徒

た
ち
は
操
縦
か
ん
を
握
っ
た
り
、
機

長
や
客
室
乗
務
員
の
制
服
を
着
た
り

し
て
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
。

パイロットや客室乗務員のイベント用制服
を着て記念撮影

展示エリアのコックピットで、機器の説明
を受ける生徒たち

　

航
空
教
室
で
講
師
を
務
め
た
の

は
、
日
本
航
空
広
報
部
の
阿
部
泰
典

担
当
部
長
。
飛
行
機
が
飛
ぶ
し
く
み

に
つ
い
て
、
翼
の
上
を
通
る
空
気
の

流
れ
が
下
の
流
れ
よ
り
速
く
な
る
た

め
、「
圧
力
の
差
で
浮
く
力
が
出
て

く
る
」
と
説
明
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
噴
射
の
様
子
を
紹
介
す
る

映
像
を
見
せ
る
と
、
あ
ま
り
の
迫
力

に
生
徒
か
ら
思
わ
ず
「
わ
っ
！
」
と

驚
き
の
声
が
出
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
格
納
庫
。
東

京
ド
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
広
い

空
間
に
並
ぶ
大
型
機
の
圧
倒
的
な
存

在
感
や
、
目
の
前
の
滑
走
路
か
ら
飛

び
立
つ
旅
客
機
の
迫
力
に
目
を
奪
わ

れ
て
い
た
。

　

質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

女
子
生
徒　

今
使
わ
れ
て
い
る
飛
行

機
で
一
番
古
い
の
は
？

阿
部
さ
ん　

20
年
を
少
し
超
え
る
ぐ

ら
い
。
飛
行
機
は
整
備
を
す
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
飛
べ
る
け
ど
、
古
い
ほ

ど
整
備
に
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り

ま
す

男
子
生
徒　

燃
料
は
灯
油
と
似
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
な
ぜ
ガ
ソ
リ
ン
を

使
わ
な
い
の
で
す
か
？

阿
部
さ
ん　

発
火
点
な
ど
温
度
の
違

い
。
灯
油
と
同
じ
性
質
の
ほ
う
が
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
が
し
や
す
い
で
す

男
子
生
徒　

航
空
業
界
で
働
い
て
い

る
人
は
大
学
で
ど
の
学
部
に
い
た
の

で
す
か
？

阿
部
さ
ん　

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
文
学
部

出
身
の
人
も
い
ま
す
。
ど
ん
な
学
部

を
出
て
も
、
適
正
が
Ｏ
Ｋ
な
ら
問
題

あ
り
ま
せ
ん
―
―
。

　

約
２
時
間
の
学
習
を
終
え
、
生
徒

の
間
か
ら
は
「
ふ
だ
ん
は
入
れ
な
い

飛
行
機
の
整
備
の
現
場
に
入
る
こ
と

が
で
き
て
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
」、

「
私
も
客
室
乗
務
員
に
な
っ
て
、
世

界
に
羽
ば
た
き
た
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
飛
び
出
し
た
。

　

飛
行
機
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を

い
っ
ぱ
い
に
し
た
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
、
中
学
卒
業
前
の
思
い
出
に
な
っ

た
に
違
い
な
い
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
工
場
見
学

学校×企業

お
茶
の
水
女
子
大
付
属
中
学
校
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読
売
新
聞

世
論
調
査
部
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

旅行プランを考えるグループにアドバイスする長沢さん（中央）

　

東
京
都
西
東
京
市
の
文
華
女
子
中

学
高
等
学
校
（
富
岡
康
夫
校
長
、
生

徒
数
３
０
２
人
）
で
３
月
９
日
、
中

学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
27
人

を
対
象
に
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

の
出
前
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
立
川
支
店

の
長
沢
希
さ
ん
。
長
沢
さ
ん
は
、
旅

行
会
社
で
は
、
個
人
の
旅
行
者
を
対

象
と
し
た
も
の
か
ら
、
修
学
旅
行
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
た
ち
な
ど
団

体
の
旅
行
者
の
移
動
手
段
や
宿
泊
先

を
手
配
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
ツ

ア
ー
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

　

実
際
に
、
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
を

担
当
し
た
と
き
、
出
発
の
前
日
に
台

風
が
二
つ
も
発
生
し
た
た
め
、
全
て

の
予
定
を
組
み
替
え
る
こ
と
に
な

り
、
睡
眠
時
間
１
～
２
時
間
で
５
日

間
の
旅
程
を
乗
り
切
っ
た
経
験
を
披

露
し
た
。
長
沢
さ
ん
は
「
旅
行
か
ら

帰
っ
て
き
て
、
お
客
様
か
ら
『
あ
り

が
と
う
』
と
い
っ
て
も
ら
え
る
の
が
、

こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
」
と
話
し
た
。

　

後
半
は
、
３
～
５
人
の
６
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
海
外
か
ら
来
た
お

客
様
を
お
も
て
な
し
！
１
泊
２
日

の
旅
行
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
み
よ

う
! !
」
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
挑
戦
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
、
行
き

た
い
と
こ
ろ
に
マ
ー
カ
ー
で
印
を
つ

け
た
り
、
移
動
手
段
を
調
べ
た
り
し

て
い
っ
た
。
最
後
に
、
６
グ
ル
ー
プ

旅行プランを
作ってみた

が
、
神
社
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

を
観
光
す
る
プ
ラ
ン
や
、
東
京
・
原

宿
の
竹
下
通
り
や
渋
谷
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ル
「
１
０
９
」
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
ど
の
力
作
を
発
表
し
た
。

　

中
学
３
年
の
菊き

く

池ち

麗れ
い

七な

さ
ん
は

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ

た
。
時
間
配
分
を
考
え
る
の
が
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
そ
う
な
場
所
と
、
自
分
も
行
き
た

い
と
こ
ろ
を
比
較
し
な
が
ら
考
え
る

の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以

上
」
に
引
き
下
げ
る
公
職
選

挙
法
改
正
案
に
つ
い
て
、
新

聞
社
の
意
見
を
聞
き
た
い

と
、
私
立
和
光
高
校
（
東
京

都
町
田
市
）
の
生
徒
２
人
が

３
月
４
日
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
を
訪
れ
、
寉つ

る

田た

知
久
・

世
論
調
査
部
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　

同
高
で
は
卒
業
後
の
進
路

が
決
ま
っ
た
３
年
生
が
３
学

期
、
グ
ル
ー
プ
で
自
由
な

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
「
自
由

研
究
」
が
あ
る
。
星
川
陸
さ

ん
（
18
）、
山
成
真
平
さ
ん

（
18
）
ら
10
人
の
グ
ル
ー
プ

は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た

衆
院
選
で
若
者
の
投
票
率
が

低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
18

歳
選
挙
権
」
を
テ
ー
マ
に
選

定
。
甘
利
明
・
経
済
再
生
相

や
、
20
歳
代
の
投
票
率
向
上

を
目
指
し
て
活
動
す
る
大
学

生
団
体
な
ど
に
も
イ
ン
タ

学校×企業

文華女子中学校 ×近畿日本ツーリスト

ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
き
た
と
い

う
。

　

星
川
さ
ん
と
山
成
さ
ん

は
「
若
者
の
投
票
率
を
上
げ

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
な
ど
と
質
問
。
寉
田
部

長
は
「
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

を
通
し
て
あ
ま
り
に
も
簡
単

に
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

な
っ
た
結
果
、
情
報
過
多
に

な
り
、
政
治
へ
の
関
心
が
薄

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
分
析
し
た
上
で
、「
学
校

の
中
で
し
っ
か
り
と
主
権
者

教
育
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
る
」
と
答
え
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、

星
川
さ
ん
は
「
情
報
過
多

が
、
政
治
に
つ
な
が
る
機
会

を
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
は
、
新
た
な
発
見
だ
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人

の
意
見
を
聞
け
、
貴
重
な
自

由
研
究
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

和
光
高
校
生
徒
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日
本
生
命
は
３
月
10
日
、
東
京
都

の
三
鷹
市
立
第
四
中
学
校
（
秋
山
純

子
校
長
、
生
徒
数
３
４
７
人
）
で
、

中
学
３
年
の
生
徒
約
１
２
０
人
を
対

象
に
「
わ
た
し
の
未
来
設
計
図
」
と

題
し
た
出
前
授
業
を
行
っ
た
。
秋
山

校
長
の
「
卒
業
前
に
自
分
の
将
来
を

考
え
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の

意
向
で
実
現
し
た
。

　

講
師
役
は
、
日
本
生
命
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
室
の
藤
山
富
美
恵
室
長
と
河か

ん

南な
ん

晴

久
課
長
補
佐
。
河
南
さ
ん
は
「
保
険

は
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、

困
っ
た
人
の
た
め
に
使
う
助
け
合
い

の
し
く
み
」
と
説
明
。
進
学
や
子
育

て
、
老
後
な
ど
に
か
か
る
費
用
に
つ

い
て
、「
一
般
的
な
家
庭
だ
と
、
合

計
で
２
億
円
ぐ
ら
い
か
か
る
」
と
話

す
と
、
生
徒
か
ら
は
「
高
い
！
」
と

た
め
息
が
漏
れ
た
。

　

藤
山
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
選
択
肢

を
残
せ
る
よ
う
、
今
を
し
っ
か
り
歩

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
最
後
に

秋
山
校
長
が
「
人
生
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
置
か
れ
た
立
場
で
自
分
を
輝

か
せ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩

ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

女
子
生
徒
の
一
人
は
「
将
来
の
こ

と
を
漠
然
と
考
え
て
い
た
の
で
、
詳

し
く
学
べ
て
良
か
っ
た
。
教
育
に
も

お
金
が
か
か
る
こ
と
を
聞
き
、
親
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

本
紙
記
者 

出
前
授
業

　

読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
出
前

授
業
「
写
真
が
語
る
国
際
紛
争
～
新

聞
協
会
賞
記
者
が
見
た
ボ
ス
ニ
ア
・

コ
ソ
ボ
紛
争
」
が
２
月
14
日
、
東
京

都
世
田
谷
区
の
鴎
友
学
園
女
子
中
学

高
等
学
校
（
吉
野
明
校
長
、
生
徒
数

１
４
９
５
人
）
で
行
わ
れ
、
中
学
３

年
か
ら
高
校
２
年
の
28
人
が
参
加

し
た
。
講
師
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

グループ討議に加わる日本生命の藤山さん（後方右）と河南さん（中央）

熱く語る秋元記者と佐藤記者の周りに生徒たちが集まった

ア
・
コ
ソ
ボ
紛
争
の
写
真
報
道
で

１
９
９
９
年
に
日
本
新
聞
協
会
賞
を

受
賞
し
た
読
売
新
聞
東
京
本
社
の
秋

元
和
夫
記
者
と
、
当
時
、
国
連
欧
州

本
部
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
で
紛
争
を
取

材
し
て
い
た
佐
藤
伸
記
者
。

　

授
業
の
教
材
は
旧
ユ
ー
ゴ
と
周
辺

国
で
秋
元
記
者
ら
読
売
写
真
部
員
が

撮
影
し
た
写
真
で
、
民
族
対
立
に
翻

弄
さ
れ
る
市
民
の
姿
を
テ
ー
マ
別
に

分
け
た
。
生
徒
た
ち
は
１
か
月
か
け

て
国
会
図
書
館
や
新
聞
博
物
館
な
ど

で
写
真
の
背
景
を
調
べ
、
八
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。

　

新
井
海み

聖さ
と

さ
ん
ら
高
校
２
年
の
４

人
は
、
サ
ラ
エ
ボ
包
囲
網
の
写
真
を

テ
ー
マ
に
劇
に
仕
立
て
、
少
女
の
心

を
通
し
て
戦
争
の
理
不
尽
さ
と
民
族

対
話
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

高
校
１
年
の
三
上
あ
や
の
さ
ん
ら

４
人
は
、
倒
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
王
の

像
の
上
で
遊
ぶ
ア
ル
バ
ニ
ア
系
住
民

の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
に
注
目
。
世

代
を
超
え
た
悪
意
の
連
鎖
を
断
つ
よ

う
に
と
訴
え
た
。

　

発
表
後
、
秋
元
記
者
は
国
際
紛
争

下
の
取
材
に
つ
い
て
、
対
立
す
る
勢

力
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
、
と
指
摘
。「
１
枚
の

写
真
だ
け
で
判
断
し
て
は
紛
争
を
正

し
く
捉
え
ら
れ
な
い
」
と
説
明
し
た
。

紛
争 

写
真
で
分
析

学校×企業

鴎友学園

三
鷹
市
立
第
四
中
学
校

×読売新聞

日
本
生
命
×

わ
た
し
の
未
来
設
計
図
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現
役
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
が

実
際
に
取
材
し
て
、
読
売
新
聞
の

紙
面
や
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
ヨ
ミ

ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
記
事
を
書

く
「
ヨ
ミ
ウ
リ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ

レ
ス
（
Ｙ
Ｊ
Ｐ
）」
の
活
動
が
始

ま
っ
て
30
年
。
よ
み
う
り
大
手
町

小
ホ
ー
ル
で
３
月
18
日
、
Ｙ
Ｊ
Ｐ

創
設
30
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
公
益
財
団
法

人
、
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
水

口
景
子
事
務
局
長
に
よ
る
「
今
そ

こ
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
題
し

た
基
調
講
演
、
Ｙ
Ｊ
Ｐ
出
身
で
海

外
に
留
学
し
た
経
験
を
持
つ
現
役

大
学
生
５
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

水
口
さ
ん
は
、
講
演
で
「
グ

ロ
ー
バ
ル
、
と
言
う
と
世
界
に
出

て
行
く
こ
と
を
考
え
る
が
、
実
際

に
は
日
本
国
内
で
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
発
言
。
例
と
し
て
、
新
大
久
保

や
、
池
袋
な
ど
の
外
国
人
の
多
い

街
を
画
像
で
紹
介
し
な
が
ら
「
新

宿
区
内
の
あ
る
小
学
校
は
児
童
の

６
割
が
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
黒
人
と
し
て
初
の
南
ア

フ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
、
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）

を
撤
廃
に
導
い
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ

ン
デ
ラ
氏
の
「
相
手
の
理
解
す
る

言
葉
で
話
せ
ば
、
頭
に
届
く
が
、

相
手
の
母
国
語
で
話
せ
ば
心
に
響

く
」
と
の
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
た
言
葉
を
紹
介

し
て
「
外
国
語
は
英
語
だ
け
で
は

な
い
」
と
複
数
言
語
の
学
習
の
大

切
さ
を
訴
え
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

登
場
し
た
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
留
学
し
た
お
茶
の
水
女
子
大
４

年
の
浦
田
雅
子
さ
ん
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

留
学
し
た
独
協
大
３
年
の
大
内
め

ぐ
み
さ
ん
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
留
学

し
た
早
稲
田
大
４
年
の
紺
野
雅
子

さ
ん
、
中
国
に
留
学
し
た
国
学
院

大
４
年
の
田
村
佳
緒
里
さ
ん
、
ス

ペ
イ
ン
に
留
学
し
た
立
教
大
４
年

の
日
高
夏
希
さ
ん
の
５
人
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
学

生
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
大
学
生
の

討
論
を
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
レ
ス
の
高

校
生
と
し
て
参
加
し
て
中
東
問
題

に
興
味
を
持
ち
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学

（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
へ
の
留
学
を
決

め
た
紺
野
さ
ん
を
始
め
、
い
ず
れ

の
大
学
生
も
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
レ
ス

時
代
の
取
材
を
き
っ
か
け
に
興
味

を
持
っ
た
国
や
地
域
に
留
学
先
を

決
め
た
先
輩
ば
か
り
。

　
「
日
本
は
モ
ノ
が
多
く
、
情
報

が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
幸
せ

を
見
過
ご
し
て
い
た
こ
と
を
留
学

で
学
ん
だ
。
留
学
で
は
自
分
と
向

き
合
う
時
間
で
き
る
」（
浦
田
さ

ん
）
と
留
学
を
勧
め
る
言
葉
や
、

「
日
本
の
高
校
ま
で
に
学
ん
だ
英

語
は
受
験
を
乗
り
越
え
る
学
習

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も

重
要
な
こ
と
は
、
自
分
の
考
え
を

伝
え
て
い
く
こ
と
だ
」（
大
内
さ

ん
）
な
ど
貴
重
な
先
輩
た
ち
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
現
役
の
ジ
ュ

リポート

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

ヨ
ミ
ウ
リ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
レ
ス

ニ
ア
・
プ
レ
ス
記
者
た
ち
や
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
ら
約
２
０
０
人
は
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ヨ
ミ
ウ
リ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
レ

ス
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
１
月
～
２

月
、
若
干
名
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。
作
文
と
面
接
で
選
考
し
て
い

る
。
現
編
集
部
に
は
、
小
学
生
10

人
、
中
学
生
19
人
、
高
校
生
31
人

の
計
60
人
が
所
属
し
て
い
る
が
、

過
去
30
年
間
で
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の

数
は
６
０
０
人
近
く
に
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
ヨ
ミ
ウ
リ
・
ジ
ュ

ニ
ア
・
プ
レ
ス
編
集
部

☎
０
３
・
３
２
１
７
・
８
２
４
５

30
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小
中
高
校
の
先
生
向
け
に
、
指

導
要
領
に
沿
っ
て
新
聞
を
活
用
し

た
授
業
実
践
例
を
紹
介
し
、
実
際

に
ど
う
授
業
を
す
る
か
考
え
る
「
教

科
書
と
新
聞
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

第
23
回
読
売
Ｎ
Ｉ
Ｅ（N

ew
spaper 

In Education

）
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月

28
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
開
か

れ
た
。

　

４
月
か
ら
新
し
く
な
る
小
学
校
の

教
科
書
に
は
新
聞
に
か
か
わ
る
単
元

が
数
多
く
登
場
す
る
た
め
、
新
聞
を

授
業
で
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
し
よ

う
と
、
秋
田
、
岩
手
、
鹿
児
島
な
ど

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
小
中
高
の
教
員

や
教
科
書
会
社
の
編
集
者
、
大
学
生

な
ど
91
人
が
新
聞
活
用
授
業
例
な
ど

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　

ま
ず
松
尾
謙
一
郎
・
教
科
書
協
会

事
務
局
長
が
「
教
科
書
作
り
の
舞
台

裏
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
、

「
新
聞
は
教
材
の
宝
庫
。
空
撮
写
真

や
最
新
グ
ラ
フ
は
と
て
も
重
宝
す

る
」
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
新
聞
を
読

ん
で
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い

る
教
科
書
会
社
の
姿
に
触
れ
た
。

　

続
い
て
小
中
高
校
の
先
生
方
３
人

が
、
単
元
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る

新
聞
活
用
授
業
の
実
践
例
を
紹
介
。

東
京
都
北
区
立
東
十
条
小
学
校
の
山

野
辺
愛
子
教
諭
は
、
東
日
本
大
震
災

時
に
避
難
所
で
新
聞
を
読
む
人
の
気

持
ち
を
考
え
る
小
学
５
年
・
社
会
科

単
元
で
の
授
業
で
、
震
災
２
日
後
の

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
だ
ら
け
の
テ
レ
ビ

番
組
欄
を
使
用
し
た
例
を
紹
介
し
た

ほ
か
、
毎
週
１
回
行
っ
て
い
る
朝
の

「
新
聞
タ
イ
ム
」
で
児
童
が
新
聞
に

親
し
ん
で
い
る
学
校
全
体
で
の
取
り

組
み
を
説
明
し
た
。

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
立
谷
田
部
東
中

学
校
の
工
藤
一
二
三
教
諭
（
社
会

科
）
は
、
約
10
年
前
に
掲
載
さ
れ
た

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
時
の
紙

面
を
比
べ
た
地
理
の
授
業
実
践
例
な

ど
を
紹
介
。
文
明
開
化
の
時
代
に
生

ま
れ
た
読
売
新
聞
の
創
刊
号
を
使
っ

た
歴
史
の
授
業
例
な
ど
も
披
露
し
た
。

　

埼
玉
県
立
川
越
女
子
高
校
の
佐
藤

弥
生
教
諭
（
国
語
科
）
は
、
新
聞
ス

ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
生
徒
に
作
ら
せ

て
深
め
て
い
る
小
論
文
学
習
を
紹

介
。
入
試
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
答

え
の
な
い
問
題
を
考
え
、
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
の
力
が
つ
い
て
い
る
生

徒
の
実
情
に
触
れ
た
。

　

実
習
で
は
、
鹿
野
川
喜
代
美
・
本

社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
講
師

と
な
り
、
参
加
者
が
６
人
程
度
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
読
売
、
朝
日
、

毎
日
、
産
経
、
東
京
の
計
５
紙
の
朝

刊
を
読
み
比
べ
、
見
出
し
や
写
真
の

扱
い
、
主
張
の
違
い
な
ど
を
比
較
し

た
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
た
記
事
は
「
ウ
ィ

リ
ア
ム
王
子
来
日
」「
東
京
五
輪
」

な
ど
。「
川
崎
の
中
1
殺
害
事
件
」

を
取
り
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

「
新
聞
に
よ
っ
て
異
な
る
視
点
で
分

析
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
が
る
な
ど
、

会
場
は
最
後
ま
で
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
、「
早
速

あ
す
か
ら
使
え
る
」「
新
聞
活
用
学

習
が
職
員
室
で
も
話
題
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
」
の

声
が
あ
が
り
、
教
科
書
編
集
担
当
か

ら
は
、「
広
告
や
テ
レ
ビ
欄
、
写
真

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
新

聞
活
用
授
業
が
で
き
る
と
い
う
の
は

目
か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
」
と
感
心
し

て
い
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
は
年
に
１
～
2

回
程
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
開
催
２

か
月
前
に
紙
面
な
ど
で
参
加
申
込
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
☎

０
３
・
３
２
１
７
・
１
９
８
９

熱気にあふれたＮＩＥセミナー会場

リポート

IE
第23回  読売 ＮＩＥセミナー
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調べる学習コンクール 入賞作品決定
　「第 18 回図書館を使った調べる学習コンクール」（公益財団法人・図書館振
興財団主催、読売新聞社、活字文化推進会議など後援）の表彰式が 2 月 28 日、
東京都内で行われました。応募総数 5 万 7070 点の中から入賞した 32 作品が文
部科学大臣賞などを受けました。このほか、地域コンクールの活動が評価された
3 団体が表彰されました。
　審査委員長を務めた銭谷真美・東京国立博物館長は総評で「受賞作品はコン
クールの趣旨である図書館やフィールドで調べた作品が多かった。図書館を活用
して豊かな人生、心豊かな生活が送れるよう努めていきたい」と述べました。
　文部科学大臣賞を受賞した東京都墨田区立曳舟（ひきふね）小 3 年田口文喜

（みはる）さんは「大変だったのは自分の考えをまとめて文にすること。調べる
のを手伝ってくれたみんなにありがとうと言いたい」と話していました。

◎田口さん以外の文部科学大臣賞受賞者は次の通り。
東京都 文京区立湯島小	 2 年　志太証さん
千葉県 袖ヶ浦市立奈良輪小	 5 年　小滝遥斗さん・重城大翔さん
石川県 金沢大付属中	 1 年　關（せき）まこさん
東京都 渋谷教育学園渋谷高	 2 年　武田りほさん
千葉県 袖ヶ浦市	 読書指導員　中村千秋さん（59）

4 月から紙面刷新
　読売新聞が発行する英字日刊紙「ジャパン・
ニューズ」（JN）が 4 月 1 日に創刊 60 周年を迎
えるのに合わせて紙面をパワーアップします。

◎日本の国内外で起きた重要な出来事の内幕に
迫るコラム「Behind the Scenes」を新設。日英
対訳で好評の社説は 4 面に固定し、本紙解説記
事、調査研究本部の研究員による論文、中央公
論新社発行の素材など日本発の論評を広く、深
く伝えます。
◎「食」のページ「Delicious」面を火曜日に新
設、料理の簡単レシピ、歴史や秘話、海外の人
に魅力を伝えられるコーナーを目指します。
◎記事中の重要な用語にはクリップマークをつ
けて説明するほか、1 面の上部に注目のニュー
スが一目でわかる「主なニュース」欄も新設し
ます。
◎毎週日曜日付けの紙面では、古都の小道から
話題の観光スポットまで日本の魅力を伝える観
光面「Detours in Japan」（寄り道）がスタート
します。
◎英語学習に役立つ語学学習面「JN Learning 
Lab」が木曜日付けから金曜日付けに移動。1
週間のニュースの中からえりすぐりの英文記事紹
介、和訳・英訳コンテスト、本紙「編集手帳」
の日英対訳のコーナーはそのままです。

JN の購読申し込みは
フリーダイヤル☎ 0120・431・159 へ。
携帯電話（通話料がかかります）の場合は
☎ 03・3216・8866 へ。

日本語検定申し込み受付中
　日本語の総合的な運用能力を測る日本語検定（特定非営利活動法人日本語検
定委員会主催、読売新聞社特別協賛、時事通信社、東京書籍協賛、文部科学省、
日本商工会議所など後援）の次回検定試験が 6 月 13 日に実施されます。検定
は年 2 回実施され、1 級～ 7 級の取得を目指し、小学生から社会人まで 8 万人
以上が受検しています。日本語検定の級認定を入試時の加点や合否判定の優遇
条件とする大学、専門学校は全国で 200 校にも上っています。
　読売新聞専用の申込用紙を使えば、受検前に、過去問題 1 回分の検定問題
と解答・解説の冊子がもらえます。締め切りは 5 月 15 日。読売新聞専用の申
込用紙は、日本語検定委員会の専用ダイヤル（☎ 03・5390・7498）に電話し、

「読売新聞を見た」と伝えれば郵送で届きます。読売教育ネットワーク（http://
kyoiku.yomiuri.co.jp）からも申し込めます。

お知らせ・短信

　読売新聞の受験情報サイト「中学受験サポート（会員校 64 校）」の関係者ら
約 40 人を招いた第 6 回セミナーが 2 月 24 日、読売新聞東京本社で開かれ、読
売教育ネットワークに参加する富士通と野村ホールディングスの担当者が高校生
向け「出前授業」を披露しました。
　富士通は CSR 推進室の濱田真輔室長が、東日本大震災に際して同社が被災地
で実施した復旧作業やインフラ整備について紹介。パソコン製造の影響を最小
限に食いとどめるためにとった方策についても説明しました。
　野村ホールディングス・コーポレート・シティズンシップ推進室の田中修・金
融リテラシー推進課長は、将来設計や資産形成について若い頃から考える金融
教育の重要性を訴えた。投資についてマイナスイメージを持つ人も多いが、「投
資リスクを技術によって低減できることを知らないまま引いているのはもったいな
い」と話していました。
　実際に模擬授業を聞いた学校からは強い関心が寄せられ、会員校の一つ玉川
学園高校で 4 月 10 日に野村 HD の金融教室が開催されることが決まりました。

学校関係者ら 40 人が出前授業聴講

ジャパン・ニューズ創刊 60 周年

第６回読売中学受験サポートセミナー

東日本大震災での対応を紹
介する富士通の濱田さん

金融教育の重要性を訴える
野村ホールディングスの田
中さん

News
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ジャパン ･ ニューズ創刊 60 周年
読売新聞が発行する英字日刊紙「ジャパン･ ニューズ」

（The Japan News＝JN）が 4 月 1日に創刊 60 周
年を迎えるのに合わせて紙面をパワーアップします。詳
細は 11 面参照。

リレーエッセー

　
「
ハ
ー
イ
、
名
前
は
ス
ズ
。
３
年

生
で
、
舞
台
芸
術
専
攻
、
建
築
副
専

攻
で
す
」

　

自
己
紹
介
の
と
き
は
反
応
を
見
る

の
が
わ
く
わ
く
す
る
。
特
に
舞
台
芸

術
専
攻
で
す
、
と
言
う
瞬
間
は
。
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
単
科
女
子
大
に
舞

台
芸
術
専
攻
の
学
生
が
そ
れ
ほ
ど
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
出
身
の

友
達
の
多
く
は
経
済
専
攻
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
専
攻
、
あ
る
い
は

海
外
で
学
ぶ
・
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

③

　
ス
ミ
ス
大
学
で

　「
世
界
に
貢
献
で
き
る
女
性
」
に

広
島
三
育
学
院
高
校
卒
・
ス
ミ
ス
大
学
3
年
　
坂
井
す
ず 

さ
ん

工
学
専
攻
だ
。（
ス
ミ
ス
大
は
工
学

の
専
攻
課
程
と
学
位
の
あ
る
米
国
唯

一
の
女
子
大
だ
）

　

ス
ミ
ス
大
に
入
学
し
た
の
は
国
際

関
係
論
を
学
び
た
か
っ
た
し
、
心
理

学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

で
も
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ン

講
座
の
履
修
後
、
本
当
に
や
り
た

か
っ
た
の
は
デ
ザ
イ
ン
だ
と
悟
り
、

舞
台
芸
術
の
専
攻
を
決
め
た
。
今
学

期
、
私
は
舞
台
照
明
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
、
教
授
の
衣
装
製
作
も
手
伝
っ
て

い
る
。
こ
の
間
ず
っ
と
、
美
術
史
、

建
築
、
仏
教
学
、
中
国
語
を
学
ん
で

い
る
。

　

と
は
い
え
、
他
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
の
単
科
大
で
も
多
か
れ
少
な
か

れ
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
る
だ

ろ
う
。
女
子
大
が
特
別
な
の
は
、
女

性
の
た
め
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
だ
。
学
生
全
員
が
女
性
と
い
う

環
境
で
は
、
女
性
の
機
会
が
増
え
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で

様
々
な
役
割
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力
を
存
分

に
発
揮
で
き
る
。
共
感
し
て
尊
敬
で

き
る
、
な
り
た
い
と
思
う
女
性
の
お

手
本
が
身
近
に
い
る
の
で
あ
る
。
す

べ
て
が
私
た
ち
女
性
の
要
求
を
満
た

し
て
く
れ
る
と
い
う
状
況
は
、（
一

般
的
に
言
っ
て
）
ど
ん
な
社
会
で
も

男
性
が
依
然
と
し
て
優
位
で
あ
る
中

で
、
独
特
だ
。
こ
の
大
学
に
来
る
ま

で
、
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
る
機
会
も

な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
に
3
年
も
い
る

と
、
聡
明
な
同
性
た
ち
と
出
会
え

る
。
彼
女
た
ち
は
、
何
事
に
も
情
熱

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
私
を
後
押
し

し
、
心
身
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
さ
せ
て

く
れ
る
。
専
攻
分
野

に
関
係
な
く
、「
私

は
21
世
紀
の
女
性
な

の
」
と
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
女
性
で
あ

る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
常
に
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る

─
そ
れ
が
ス
ミ
ス

大
だ
。
そ
し
て
、
こ

の
思
い
は
、
教
室
や

女
子
大
と
い
う
枠
組

み
を
超
え
、
社
会
に

出
て
も
、「
世
界
に

貢
献
で
き
る
女
性
」

に
な
る
た
め
に
、

ず
っ
と
抱
き
続
け
ら

れ
る
は
ず
だ
。

（
会
報
編
集
部
抄

訳　

T
he Japan 

N
ew

s 

２
０
１
４
年

11
月
6
日
）

坂井すずさん（坂井さん提供）

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002036878で4月いっぱいお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロー
シップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。
留学フェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

4 月
紙面刷新


